　群馬県北軽井沢の甘楽 (かんら)開拓は、浅間山の北麓に位置し、標高１０００ｍの高冷地で、火山灰土の酸性土壌となっている。
　１９３７年、群馬県南西地域の甘楽郡の人たちを中心に満州開拓に参加し（九道溝甘楽開拓団）、終戦時には６００人の大集団となっていた。
　終戦直後から帰国するまで、実に苦しい状況であったが、同開拓団は、武器を手放したこと、家財を現住民に進んで渡したこと、元々現地民と親しく、開拓地に居すわったことなどにより、他団より比較的被害が少なく、１年で帰国できた。
　故郷に帰っても困窮は続き、48年から北軽井沢に新たな甘楽開拓就農組合として入植した（28戸）。
　北軽井沢には大屋原開拓、北軽井沢開拓が先に入っており、これらの地区を避けて入植地を選定することとなった。住居は熊笹などでの掘立小屋で、冬には朝起きたら布団が雪で真っ白になっていることもあった。
　北軽井沢農協が48年に設立され、甘楽開拓就農組合からも役員が選出された。北軽井沢開拓の二大営農支柱は酪農と野菜となり、紆余曲折ありながらも伸びていった。
　キティ台風（49年）や二年連続の凍霜害などの自然災害に立ち向かい、また、再三の火事にも屈することなく、この地を発展させていった。
　これは、満州時代からの開拓者相互の助け合いの精神と、新しい第二の村造りに打ち込んだ不撓不屈の心意気によるものであった。
　満州開拓記念碑、開拓者供養塔に並び、79年に甘楽入植30年記念碑が建てられた。

